
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
売
買
に
関
与
す

る
も
の
で
す
。
総
務
部
長
は
、
自
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
券
を
販
売
す
る
と
と
も
に
各
部
の

部
長
な
ど
に
販
売
の
協
力
を
求
め
た
こ
と

か
ら
、
ま
た
、
他
の
部
長
職
は
販
売
し
た

こ
と
か
ら
、
同
法
に
違
反
す
る
と
さ
れ
ま

し
た
。

事
件
発
生
後
の
対
応

　

５
月
１
日
、
総
務
部
長
が
逮
捕
さ
れ
、

同
月　

日
に
総
務
部
長
お
よ
び
部
長
職　

２０

１０

人
は
罰
金
刑
な
ど
の
略
式
命
令
を
受
け
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
市
長
は
自
ら
の
責

任
の
取
り
方
と
し
て
、
議
会
に
給
与
の
減

額
条
例
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
事
件
に
は
多
く
の
職
員

が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
第
三
者
に

中
立
的
、
独
立
的
な
観
点
で
事
件
の
全
容

把
握
や
原
因
調
査
、
再
発
防
止
策
の
検
討

を
依
頼
す
る
こ
と
と
し
、
弁
護
士
２
人
と

大
学
教
授
１
人
か
ら
な
る
「
小
樽
市
職
員

の
政
治
資
金
規
正
法
違
反
事
件
に
関
す
る

調
査
委
員
会
」（
以
下
、外
部
調
査
委
員
会
）

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
関
与
し
た
職
員
へ
の
処
分
と
し

事
件
の
概
要

　

平
成　

年
３
月
中
旬
、
当
時
の
総
務
部

２３

長
（
以
下
同
じ
）
は
「
中
松
よ
し
は
る
後

援
会
」
事
務
局
長
か
ら
、
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
の
入
場
券
１
５
０
枚
の
販
売
を
依

頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
部
長
は
、
部
内
の
管
理
職
に
パ
ー

テ
ィ
ー
券
の
購
入
に
つ
い
て
協
力
を
求
め
、

販
売
す
る
と
と
も
に
、
各
部
の
部
長
な
ど

に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
管
理
職
の
人

数
を
勘
案
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
渡
し
、

所
属
職
員
へ
の
販
売
に
つ
い
て
協
力
を
求

め
ま
し
た
。
総
務
部
長
か
ら
協
力
を
求
め

ら
れ
た
各
部
長
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
の
管
理
職
に
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
購
入

に
つ
い
て
協
力
を
求
め
、販
売
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
１
３
５
枚
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券

の
売
買
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

政
治
資
金
規
正
法
で
は
、
公
務
員
が
そ

の
地
位
を
利
用
し
、政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

券
を
販
売
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
販
売
に
関

わ
っ
た
総
務
部
長
お
よ
び
部
長
職　

人
の

１０

行
為
は
、
い
ず
れ
も
地
位
利
用
に
よ
る
政
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正
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違
反
事
件
に
つ
い
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― 
事
件
の
概
要
等
お
よ
び
再
発
防
止
策 
―

平成2３（２０1１）年11月　広報おたる　２

５月２日　中松市長が初登庁。５月１日夜の総務部
　長逮捕を受け、謝罪会見および職員に対する法令
　遵守などの訓示を行う
５月３０日　職員および後援会の刑事処分、副市長空
　席について、市長としての責任の取り方を表明。
　第２回臨時会で市長給与減額条例案（給与減額１/１０・
　３カ月）を提案し、可決される
６月１日　定期人事異動において、総務部長を生活
　環境部参事に更迭
６月１０日　事件に関する調査などを行うため外部調
　査委員会を設置。第１回委員会を開催
７月２７日　略式命令を受けた部長職８人に対する懲
　戒処分（減給）を発令（前総務部長：給与減額１/１０・
　６カ月、他の部長：給与減額１/１０・３カ月）
８月１日　人事異動を発令。当面留任させていた部
　長職７人を責任ある第一線の職からはずし、参事
　に更迭。法令遵守担当副参事を新たに配置
９月７日　市長としての追加の責任の取り方として
　第３回定例会に市長給与減額条例案（給与減額１/１０・
　３カ月および１２月の期末手当５０％減額）を提案。９
　月２６日に可決される
９月１２日　外部調査委員会から調査検討結果をまと
　めた報告書が市長に提出される
９月２９日　市の再発防止策となる「小樽市職員の倫
　理向上に向けたコンプライアンス推進方策（素案）」
　を議会に提示
１０月５日　パーティー券を購入した職員に対する措
　置を発令（訓告：８人、文書厳重注意：１００人）

・・・小樽市の対応・・・ 小小樽樽市市とと小小樽樽市市議議会会にに
おおけけるる対対応応のの経経過過

・・・小樽市議会の対応・・・

５月２３日　第１回臨時会において、
　市職員の政治資金規正法違反問題
　の全容解明と再発防止に関する調
　査を目的とした「政治資金規正法
　違反問題に関する調査特別委員会」
　（以下、特別委員会）について、全
　会派一致で、会議に諮り設置
６月３日　特別委員会（第１回）開催
６月２９日　特別委員会（第２回）開催
７月２０日　第１回「政治資金規正法
　違反問題に関して市民から意見を
　聞く会」開催
　 （対象：町会代表者…約６０人出席）
８月３日　特別委員会（第３回）開催
８月２２日　第２回「政治資金規正法
　違反問題に関して市民から意見を
　聞く会」開催
  （対象：ＰＴＡ役員…約３０人出席）
９月７日　特別委員会（第４回）開催
１０月７日　特別委員会（第５回）開催
１０月１４日　特別委員会（第６回）開催
※第２回定例会および第３回定例会
などでも質疑が行われています。

に
つ
い
て
の
意
見
や
再
発
防
止
策
に
つ
い

て
の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
調
査
報
告
書
が

市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、事
件
の
発
生
要
因
と
し
て
、

パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
売
買
に
関
係
し
た
職
員

の
政
治
資
金
規
正
法
な
ど
の
法
律
に
対
す

る
遵
法
意
識
の
欠
如
・
希
薄
さ
や
、
公
務

員
の
政
治
的
中
立
性
に
つ
い
て
の
思
考
停

止
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
こ
と
が

生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
の
意
見
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
に
対
し
て
、
第
三
者
か
ら
な

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
※
注
２
）委
員
会

を
設
置
し
法
令
遵
守
体
制
を
確
保
す
る
こ

と
や
、
職
務
お
よ
び
公
務
員
倫
理
に
関
す

る
法
令
に
つ
い
て
職
員
研
修
を
強
化
・
充

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
推
進
方
策
は
、
職
員
研
修
を
充
実

す
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
を
効
果

的
に
機
能
さ
せ
る
よ
う
に
見
直
す
こ
と
、

新
た
に
外
部
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強

化
す
る
仕
組
み
の
導
入
に
よ
り
職
員
の
意

識
改
革
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
（
概
要
は
左
上
の
囲
み
を
参
照
）。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ

れ
る
市
役
所
を
目
指
し
、
職
員
の
遵
法
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
推
進
方
策

に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
部
総
務
課
�

�
４
１
１
１
内
線
２
１
３
、
�
�
１
４
８

７
へ
ど
う
ぞ
。

実
さ
せ
る
こ
と
、
議
会
に
関
し
て
は
、
議

会
は
自
ら
行
為
規
範
を
策
定
し
、
関
係
者

に
周
知
す
る
よ
う
申
し
入
れ
る
こ
と
な
ど
、

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
の
提
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
（
報
告
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、市
役
所
等
の
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
、各

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
）。

再
発
防
止
に
向
け
て

　

市
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
事
件
を
二

度
と
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
外
部
調
査

委
員
会
か
ら
の
意
見
や
提
言
を
全
面
的
に

受
け
止
め
、
さ
ら
に
は
議
会
で
の
議
論
な

ど
を
踏
ま
え
、
市
が
講
じ
る
べ
き
再
発
防

止
策
と
し
て
「
小
樽
市
職
員
の
倫
理
向
上

に
向
け
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
方
策
」

て
、
総
務
部
長
お
よ
び
部
長
職
７
人
（
※

注
１
）
に
つ
い
て
は
、
人
事
異
動
で
参
事

に
更
迭
す
る
と
と
も
に
、
減
給
と
す
る
懲

戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
務
時

間
中
に
庁
舎
内
で
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
購
入

し
た
１
０
８
人
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
訓

告
や
文
書
厳
重
注
意
を
行
い
ま
し
た
。
市

と
市
議
会
の
対
応
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

前
ペ
ー
ジ
下
の
囲
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

外
部
調
査
委
員
会
の
調
査
検
討
結
果

　

外
部
調
査
委
員
会
で
は
、　

回
の
委
員

１５

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
関
係
者
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
の
ほ
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
基
に
調
査
が
進

め
ら
れ
、
９
月　

日
、
事
件
の
背
景
な
ど

１２

３　平成2３（２０1１）年11月　広報おたる

※注１…略式命令を受けた部長職１１人のうち、３人は３
　　　　月に定年退職しています。
※注２…法律などを遵守することです。

「小樽市職員の倫理向上に向けた
コンプライアンス推進方策」の概要

【これまでの制度などを見直すもの】

�公益通報制度の周知方法を検討するほか、通報窓

　口を見直します

�コンプライアンスについて、従来の職員研修に追

　加するほか単独研修を新設します

�職場でのコミュニケーションの活性化を図るとと

　もに、民間の感覚を吸収する機会を設けます

�庁達の内容や配布方法を見直します

�勤務時間中に議員や政党が行う政治活動に関わる

　ことの問題性について、改めて職員へ周知徹底を

　図ります

【新たに取り組むもの】

�法令遵守の観点から、新たに「（仮称）小樽市職員

　倫理条例」を制定します

�法令遵守の徹底を図るため、第三者からなるコン 

　プライアンス委員会を新設します

�これまで市の組織にはなかった法令遵守の専門担

　当部署を新設します

�イベントチケットなどの庁内における取り扱い基

　準を定めます

�コンプライアンスハンドブックを作成し、全職員

　に配布します

※詳細はホームページのほか、市役所等の市政資料

コーナー、各サービスセンターで閲覧できます。

　このたびの市職員による政治資金規正法違反事件

では、私の後援会のパーティー券問題によって、当

時の部長職１１人が同法違反により略式命令を受け、

また、多くの管理職が関与しました。市民の皆さま

の市に対する信頼を失う結果となったことは誠に遺

憾であり、心からおわび申し上げます。

　このため、まず私自身、給料月額の１０分の１を計

６カ月間減額するとともに、１２月の期末手当を５０％

削減することといたしました。また、関係した職員

に対しましては、事実関係の調査を行った上で法に

照らし、略式命令を受けた８人の部長については減

給の懲戒処分を、その他の職員についても訓告また

は文書厳重注意の措置を行いました。

　さらに、このたび、外部調査委員会の意見や提言、

議会での議論を踏まえて、再発防止策となるコンプ

ライアンス推進方策を策定いたしました。職員の遵

法意識を高め、市民の皆さまに信頼される市役所を

目指して、私をはじめ職員一丸となってこの方策に

基づく取り組みを全力で進め、公務員倫理の確立と

服務規律の確保を図り、二度とこうした事件を起こ

さないよう、市民の皆さまの信頼回復に努めてまい

ります。

小樽市長　中　松　義　治

信頼回復に向けて


